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梅毒 とは、

「梅毒トレポネーマ」による細菌性感染症

主に、性行為によって感染する

病期は右記の通り
全身に多彩な症状を来す可能性があり
早期診断・治療が重要

1～2期を 早期梅毒
3～4期を 後期梅毒 と呼ぶ

治療は、抗菌剤が有効
検査は、2種類の血清抗体価測定
・カルジオリピン抗体価(非特異的）
(非トレポネーマ抗体）⇒擬陽性もある

⇒ 感染早期に上昇し、治療と共に下がる
・トレポネーマ抗体価(特異的）

⇒ 感染で陽性になるが、過去の感染も反映



梅毒によく見られる皮膚症状

体幹・掌の発疹＝バラ疹

口唇のできもの



梅毒の経年変化と
年齢別・性別感染者数

近年
感染者数が急増

20代女子の感染者数が増加



推奨される検査のタイミング

梅毒は、感染機会から2ヶ月以後

HIVは、感染機会から3ヶ月以後



厚労省の啓発ポスター～梅毒にかからないために

基本は

早期発見
早期治療

予防は
コンドームの
適切な使用


